
¬n

LD

ｂ
Ｌ
ｕ

THE NEWSPAPER O「 TAKAMORITOWN

ff
N(ЭVEIVIBER No.495

風まる率ッズ

スタンプラリーにチャレンジして

ペア宿泊券や特産品を当てよう !

《発見 !自然口文化・うまいもの》
～“九州中央77"がおもしろい～

活 動 中 ′

子育ての悩み 話し合いましょう

澪繊対
,摯ヽ

毎週水曜日 10時半からお昼まで
高森町中央公民館 (昭和)

時間・場所が変更になることがあり
ます。おたずねは保健衛生係まで。

愚L

10月 22日 、高森中央公民館広場で、ちつちなちつちゃな運動会が行われました。子育てに
奮闘しているお母さんたちの集まり、「風まるキッズ」が企画、かけつこハイハイ競争や綱引き、
お遊戯などで楽しみました。 _
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熊本、大分、宮崎3県の77市町村で構成する「九州中央地域連携推進協議会」では、各地

のイベントや観光施設を共同でPRすることで、圏域のすばらしさを多くの人に知って
もらうため、スタンプ3つ以上でペア宿泊券や特産品が抽選で当たるスタンプラリーを

下記の要領で実施しています。

皆さん、冬の九州中央を旅して、豊かな自然・文化、楽しいイベント、そしてうまいもの

を見つけませんか。 (詳細はリーフレットをご覧ください。)

1.実施期間 平成12年 10月 1日～平成13年 1月 14日
2.賞  品 ①スタンプを3つ集めると、各町村の特産品

②スタンプを4つ集めると、九州中央地域の
「ペア宿泊券」が当たります。

3.リ ーフレット設置場所及び問い合わせ先

高森町高森2188-1 高森町観光協会(TEL2-2233)

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課 〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町人字高森2168番地 TEL 09676-2-111l l■ X09676-2-1174
(Dl曖嘔暑暑 森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。すヽ
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尾下の獅子升 (黒蕪形民族丈化財)颯 夫ヒ

や̀`0・

さっそう

″■6.

10月 3日 に尾下菅原神社の秋の大祭が行われ
ました。ここで奉納される獅子舞は、熊本県の無

形民俗文化財に指定されており、尾下地区あげて

の保存活動が行われています。この日は、高森東

中学校の生徒たちも社会学習で伝統文化を見入つ

ていました。

勇壮に舞う獅子のように子どもたちも育つてほ

しいものです。

冒
1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。
2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、′b身をきたえ健全な町にします。
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おりてた‐おくやめ
2000.9月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじょう
二子石佑逸ちゃん

(峰の宿)8.28生

福田尚太朗ちゃん

(昭和) 9,1生

荒牧 優斗ちゃん
(上在) 9.4生

中野ひよりちゃん

(下町) 9.5生

西田 早希ちゃん
例 橋ヽ本 )9. 9生

み さ

栗焼 美早ちゃん
(水上)9.15生

こうや

福原 幸弥ちゃん
(旭通)9.16生
自石  愛ちゃん
(味鳥)9.16生
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孝

飛

忠

聡

朋

ひ

幸

治

信

ゆ

（蟷
鱚
鵬

雉
摯躙

川 口  潤
(山室)美緒子

岩 下  徹
(佐藤)エ ミ子

安 方 竜 也

(竹森) 恵

大 津 町
色見 。西丁

色見・山鳥

蘇 陽 町
色見・中国

阿 蘇 町

続柄

夫

妻

伯父

妻

夫

おくやみ
もうしあげます
所

山

神

山

鳥

原

住

片

天

村

味

河

御 遺 族
古澤オキヨ

岡本 克己
三森 充郎
吉良山盛雄

後藤ツヤ子

死 亡 者
古澤 一喜
岡本ハツエ

三森 清男
吉良山ムツ

後藤 唯利

人口の動き

(9月末日現在)

世帯数 2,595(-2)
男  3,764(+3)
女   4,044(+15)
総 数 7,808(+18)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉田崎政吉 占澤一三 岡本克
己 二森充ll` 古良山盛雄 後藤ツヤ子
(一般寄付〉阿蘇法人会

■広報送料寄付

占宮和夫・瑞枝 (東京都瑞穂町 )

桐原さよこ (千葉県四街道市 )

林裕文 (東京都府中市)

林敬昌 (熊本市国府)

梅崎貴美子 (大阪府柏原市)

暮 竜 の 灯
りがとうございました (敬称略

平成 11年度決算報告  文化頌 ク庸レ)ま らブイクθスブぐク

法
律
相
談
（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と

き

十
一
月
二
十
五
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

●

母
子
家
庭
相
談

県

の
委
嘱
を

受
け
た
専
門

の

相
談
員
が
生
活

や
悩
み
ご
と
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

な
相
談

に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽

に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十

一
月
十
六
日

（本
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町

「英
蓉
館
」

年
　
‐‐‐金‐　
湘
　
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
十

一
月
二
十
四
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談
‐

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児

童
委
員
の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
十

一
月
十
七
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

十

一
月
二
十
四
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
ヒ
メ
ユ
リ
の
里
「朋
遊
館
」

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
十
二
月
五
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町

「芙
蓉
館
」

診
療
は
午
前
９
時
か
ら午
後
５
時
ま
で

１１
月
‐２
日
　
平

田

医

院

８
②

‐
０
２
１
６

１１
月
‐９
日
　
馬
原
内
科
医
院

Ｂ
②

‐
０
６
４
６

１１
月
２３
日
　
立

野

病

院

Ｂ
③

‐
０
１
１
１

１１
月
２６
日
　
中

村

医

院

Ｂ
⑦

‐
２
３
３
３

１２
月
３
日
　
立

野

病

院

８
③

‐
０
１
１
１

１２
月
‐０
日
　
寺

崎

医

院

富
②

‐
０
３
７
８

１２
月
‐７
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

四
②

‐
３
３
５
１

毎
週
土

・
日
曜
日
診
療

く
さ
む
ら
眼
科

Ｂ
②

‥
３
４
０
３

「Ｉ
Ｔ
革
命
」
よ
く
耳
に
す
る
言
葉

と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
ど
う
思

わ
れ
ま
す
か
。
「五
年
後
に
は
パ
ソ
コ

ン
を
多
く
の
国
民
が
使
え
る
よ
う
推

進
し
ま
す
。
」
と
森
首
相
は
、
先
の
臨

時
国
会
の
冒
頭
で
読
み
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
必
要
な
人
は
必
要
、
そ
う
で
な

い
人
は
必
要
な
い
は
ず
な
の
で
す
が
…

情
報
が
氾
濫
す
る
中
、
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
、
１
モ
ー
ド
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
々

で
、
直
接
会

っ
て
の
会
話
は
、
す
く
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。人
間
社
会
（心

の
社
会
）
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会

ヘ

と
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
な
ん
だ
か

怖
い
感
じ
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し

ょ
う
か
つ
・

便
利
は
便
利
、
で
も
、私

は
人
間
で
あ
り
た
い
。　
　
　
　
旧
浩

歳入57信24f8万6千円
歳出55信5353万8干″

9月 の第3回町議会定例会で平成 11年度の一般会計と各特別会計の決算が認定されました。 一般会計
と2つの特別会計 (鉄道経営対策事業基金、農業用水供給事業)による普通会計は、歳入額57億 2418万6

千円に対し、歳出額は55億5353万 8千円で、前年度と比較して歳入6.7%、 歳出7.7%前年度の伸び率を

上回りました。これを決算収支面で見てみますと、 「実質収支」は前年度に引き続き黒字であり、

1361886千 円で前年度(108,431千 円の黒字)よ り28,455千 円増加しています。 「単年度収支」は、
28,455千 円の黒字 (前年度28,565千 円の赤字)。 「実質単年度収支」は、基金積立等により20,475千

円の黒字 (前年度 113,521千円黒字)と なつています。町では皆さんが納められた税金や、国からの地方

交付税などを財源にして、地域の活性化や住民福祉の向上をめざして色々な事業をすすめてきました。

飩
国
蝙
露
飩

●

諸支出金

191,559,109円
(3.48)

消防費
130,044,573円
(2.37)

繰越金

203,182,683円

衛生費
209,095,877円

(3.59)
繰入金

273,543,800円
(4.83)(3.80)

教育費

433,984,132円
(7.89)

県支出金

349,280,782円
(6.17)

●

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-O099
その他
301,926,572円
(5.49) 歳入円グラフの

「その他」の内訳
分担金及び負担金

地方議与税

地方消費税交付金

諸収入

自動車取得税交付金

財産収入

コ
゛
ルフ場利用税交付金

地方特例交付金

利子割交付金

交通安全対策特別交付金

特別地方消費税交付金

寄付金

( 計

(19)今度の温泉館体館日 11月 15日 /′ 12月 20日 毎月第3水曜日は体館日です。その日が祝祭日の

場合は開館して次の日が休館日となります。

年末年始の開館日は12月号でお知らせします。

歳出円グラフの
「その他」の内訳
商 工 費
議 会 費
災害復旧費
(   言+

124,493,680円  (2.26)
92,670,573円  (1.69)
84,762,319P](1.54)
301,926,572円  (549))

142,763,881円
77,300,000円
66,041,000円
40,433,335円
33,561,000円
28,427,494円
12,628,175円
10,820,000円
4,521,000円
1,897,000円
376,000円
75,000円

418,843,885円

その他
418,843,885円
(7.39)

(2)
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町
の
移
動

図
書

十

二
月
五
日

草
部
出
張
所

旧
Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

旧
Ｊ
Ａ
河
原

十

二
月
六
日

旧
Ｊ
Ａ
色
見

色
見
郵
便
局
前

横
町
Ａ
団
地

下
町
公
民
館

（火
）

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

（水
）

１０
時
～
１０
時
半

１０
時
半
～
Ｈ
時

１３
時
～
１３
時
半

１３
時
半
～
１４
時

歳出

5,498,119
千 円

総務費

,068,537,993円
(19.44)

民生費
1,096,294,939円
(19.94)

千 円

5,664,012
歳入

地方交付税
2,536,812,000円
(44.79)

お知らせのべ
=ジ
|

普通会計
決算額

蜀〃ｒ′編
集
後
記

励
　
　
　
ＪＦ
″

一
般
会
計

圃鯰墨 歳 入

農林水産業費
490,31・2,534円
(8.92)

4. 3)1

公債費

国庫支出金

“

1,“ 7,

(8.86)‐

口,債

(11● 1)|

54″98ブブ万9イ ff″ 5陽6イθブ万23θイ″
使用料及び手数料
153,830,915円
(2.72)



普通会計の性質別経費の状況
(一般会計に2つの特別会計を含む額)

「女
性
総
合
相
談
室
」を
開
設

「女
性
総
合
相
談
室
」
を
県
庁

内
に
開
設
し
ま
し
た
。
女
性
の

「心

や
身
体
」

「生
き
方
」
に
ま
つ
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

■
相
談
内
容
　
家
庭
の
こ
と
、
仕

事
の
こ
と
、
対
人
関
係
な
ど
。

■
相
談
方
法
　
電
話

・
面
接
相
談

■
支
援
の
内
容
　
①
助
言
及
び
情

報
提
供
　
②
弁
護
士

・
医
師
等
に

よ
る
専
門
相
談
　
③
関
係
機
関

へ

の
紹
介
及
び
連
絡
調
整

■
受
付
時
間
　
九
時
～
十
六
時

（閉
庁
日
を
除
く
）

■
専
用
電
話

０
９
６

・
３
８
３

・
２
８
０
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
７
４
２
１
）

「ゆ
と
り
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
ご
案
内

労
働
時
間
短
縮

の
推
進

に
よ
る

仕
事
と
余
暇

の
ベ
ス
ト

バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん

に
考
え

て
い
た
だ
こ
う
と

「ゆ
と

り
創
造

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。

多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
と
き
　
十

一
月
二
十
四
日

（金
）

午
後

一
時
半
～
四
時
半

◇
と
こ
ろ
　
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本

熊
本
市
水
道
町
十
五
―

一
一

◇
内
容

・
講
演「職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

～
ス
ト
レ
ス
対
策
と
心
の
健
康
～

堀
田
直
子
氏

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
九
州
病
院

精
神
科
部
長
）

・
講
演「活
ゆ
と
り
の
効
用
」

～
欧
米
の
労
働
事
情
を
交
え
て
～

平
野
次
郎
氏

（Ｎ
Ｈ
Ｋ

。
日
本
放
送
協
会

解
説
委
員
）

◇
募
集
人
員
　
二
百
人

◇
参
加
料
　
　
無
料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
労
働
雇
用
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
５
２
２
３
）

難
病
患
者
家

族

の
学

習
会

阿
蘇
保
健
所
で
は
、
難
病
患
者

家
族
の
学
習
会
を
年
五
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
第
四
回
日
の
学

習
会
を
患
者
家
族
、
関
係
機
関
、

地
域
住
民
の
方
々
を
対
象
に
左
記

の
通
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
十

一
月
二
十
四
日

（金
）

午
後

一
時
三
十
分
～

■
場
所
　
阿
蘇
町
農
村
環
境
改
善

●

セ
ン
タ
ー
　
　
（阿
蘇
町
内
牧
）

■
請
話

　

「パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

つ
い
て
」

講
師
　
熊
本
内
科
病
院
副
院
長

上
野
博
先
生

■
講
話

　

「阿
蘇
や
ま
び
こ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」

講
師
　
阿
蘇
福
祉
事
務
所
職
員

参
加
ご
希
望
の
方
は

県
阿
蘇
保
健
所
　
ＴＥＬ
０
９
６
７

・

３
２

・
０
５
３
５
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

固
有
財
産
の‐
（土‐Ｌ
）０
‐売‐‐サ

払
い
に
っ
い
て
一
　
一　
．

左
記
の
国
有
地
を

一
般
競
争
入

札
で
売
り
払
い
し
ま
す
。

一
、
所
在
地
及
び
面
積

（概
数
）

①
熊
本
市
池
田

一
丁
目

一
〇
七

一
一　
　
　
　
　
二
、　
一
二
二
耐

②
熊
本
市
池
田

一
丁
目

一
〇

一

一
―
二
　
　
　
　
　
四
〇
七
ぶ

③
熊
本
市
京
町
ニ
ー

一
七

一
―

一
外
　
　
　
　
　
　
七

一
二
ぶ

④
熊
本
市
清
水
町
新
地
六
七
八

―

一　
　
　
　
　
一
、
三
八
九
耐

⑤
大
津
町
大
津

一
四
四

一
―

一

外
　
　
　
　
　
　
　
五
三
六
ぷ

⑥
高
森
町
大
字
高
森

一
三
八
五

―
七
　
　
　
　
　
　
五
九
二
ｒ

⑦
酒
水
町
大
字
吉
富
三

一
七
―

四
　
　
　
　
五
五
、
六
四
二
ゴ

ニ
、
入
札
予
定
年
月

①
～
⑥
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
二
年
十

一
月

⑦
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
三
年
二
月

二
、
問
い
合
わ
せ
先

●
九
州
森
林
管
理
局

固
有
林
野
管
理
課

ＴＥＬ
０
９

６

・
３

２

８

・
３

５

４
６

●

熊
本

森
林

管

理

署
　
業

務

一
課

ＴＥ
０

９

６
８

・
２

５

・
２

１
０

１

平
成
十
二
年
源
泉
所
得
税

年
末
調
整
説
明
会

源
泉
所
得
税
年
末
調
整
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
関
係
者
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

■
日
時

十

一
月
二
十

一
日

（火
）

十
時
～
十
二
時

（高
森

・
蘇
陽
）

十
三
時
半
～
十
五
時
半

（自
水

・
久
木
野

・
長
陽
）

■
場
所
　
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
税
務
署

ＴＥ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

■
〈
却
他
牡
和
国
木
（五
百
万
円
以
上
）

■
公
営
住
宅
下
町
Ｂ
団
地
第
二
期

建
替
え
工
事
　
□
工
期
　
平
成
十

二
年
九
月
二
十

一
日
か
ら
平
成
十

三
年
二
月
九
日
ま
で
　
□
金
額

一

億
二
千
二
百
四
十
三
万
円
　
□
請

負
者
　
坂
回
建
設

（株
）

■
公
営
住
宅
駅
前
団
地
第

一
期
建

設
工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
二
年

九
月
二
十

一
日
か
ら
平
成
十
三
年

二
月
九
日
ま
で
　
□
金
額
　
五
千

五
百
三
十
三
万
五
千
円
　
□
請
負

者

（株
）
佐
藤
工
務
店

■
草
部
第
二
配
水
池
配
水
管
布
設

替
工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
二
年

十
月
二
十
日
か
ら
平
成
十
三
年
三

月
十
日
ま
で
　
□
金
額
　
七
百
三

十
八
万
千
五
百
円
　
□
請
負
者

（株
）
ひ
ゆ
が
や

災害復旧費
86,272千 円

その他 (維持補修費など)
1061076千 円
(1.9%)特 別 会 計 (1.6%)

過去5年間の税収入の推移 (単位千円)

530,284  53 545,948 551,850
515,035

7 9 10  11年 度

繰出金
220.492千円
(4.0%)

(単位円)

国民健康保険      歳入  8921709,477
歳出  811,477,306

簡易水道事業      歳入  289,067,818
歳出  283,616,145

老 人 保 健      歳入 1,104,208,506
歳出 1,104,202,649

誘致工業用地取得及び用地造成事業

歳入    703,814
歳出    225,253

鉄道経営対策事業基金  歳入  36,449,036
歳出  36,449,036

農業用水供給事業    歳入  23,724,302
歳出  18,969,704

税収入の税目別内訳
入湯税

軽自動車税  1,888千円
12,416千円 (0.3%)
(2.3%)

たばこ税
41,193千 円
(7,5%)

積立金
266,395千 円
(4.8%)

●

●   ●

来年の成人式は 1月 3日 (水 )

林業総合センター 10時から
学校や仕事で町外にお住まいの高森出身の皆さん、来

年の成人式を高森で迎えてはいかがですか。 日丁外に住
所のある方で高森で迎えられる方は連絡してください。

(対象者は昭和55年4月 2日 から昭和56年 4月 1日 までに

生まれた方。)

高森町教育委員会 2-1111(内 線243)

――-5億

――-4億

――-3億

一 -2億

――-1億

5,553ヮ 538

イゝ
=上Eコ ■ l

千 円

人件費
1,050,503=F円
(18.9%)

扶助費‐

410,556千円
(7.4%)

普通建設事業費
1,534,781千 円
(27.6%)

町有財産の状況

_.閂瘍
旦上難
149,035耐

ニユ
…■…
′↑ヽ

71,657rri

建 物

11,490,199扇

」▲

隆 ル

土 伸
］

工
Ｌ
″

隋靡馘讚

有価証券出資金

185,543千 円2,809,651千円

辟 瑯
も`卜√|

基  金車 輌

24台

合計

551,035
千 円

固定資産税
289,525千 円
(52.4%)

●

釉
町民税

79,949円

固定資産税

111,91

たばこ税

円15,9

軽自動車税

4,799円

D

入
気
湯

メ

税

((
∩
）

(3) 役場の支払日  11/15(水 )11/27(月 )12/5(火)時 間 10時から15時まで (18)

8

:●却う1甘●ヽ ■■

物件費
5391150「千円
(9.7%)

.補動費1等
559'10千円
|(10」 %)

_‐ 公債費 ■
779,603千円
.(1410%)●

税収入の状況

曇

■
―
―

|||―

町民税

206,828千 円
(37.5%)
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農
業
・農
村
体
験
交
流
に
多
く
の
参
加
者

九
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
二
泊
三
日

（奥
阿
蘇

キ
ヤ
ン
プ
場
バ
ン
ガ

ロ
ー
泊
）
、
農
業

・
農
村
体
験
交
流
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
都
会
の
女
性
の
方
々
に
農
業

・
農
村
の
よ
さ
を
知

っ
て
も
ら
い
、
良
き
理
解
者
と
な

っ
て
も
ら
お
う
と
町
が
企
画
。

お別れ前に全員で記念撮影見事中学男子の部を接戦の末制した高森中学校剣道部

踵財躙蛛踵| ‐

今
年
は
十
四
名
の
女
性
が
参
加

し
、
高
森

の
秋
と
盛
り
だ
く
さ
ん

の
企
画
を
味
わ

い
な
が
ら
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。
パ
ン
ジ
ー
苗

の
植

え
付
け
等

の
農
作
業
体
験
、
リ

ン

ゴ

・
ぶ
ど
う
狩
り
な
ど

で
は
農
業

青
年
た
ち
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ

て
い
た
だ

い
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
交
流
を
き

っ
か
け
に
都
会

の
女
性
た
ち

の
目
を
高
森

に
・農

業
青
年

に
向
け
て
も
ら

い
た

い
も

の
で
す
。

●

高
森
中
剣
道
部

日
本
武
蔵
全
国
小
中
学
生

剣
道
大
会
を
制
す
る

●

●   ●

十
月
八
日
、
九
日
、
熊
本
市

の

ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
で
開
催

さ
れ
た
、
第
四
回
剣
聖
宮
本
武
蔵

顕
彰
全
国
小
中
学
生
剣
道
大
会
で
、

高
森
中
学
校
剣
道
部
が
、
今
回
か

ら
新
設
さ
れ
た
中
学
校
男
子
の
部

を
見
事
制
覇
し
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
女
子
の
部
は
本
町
少
年
剣

道
ク
ラ
ブ
出
身
の
高
本
、
石
坂
が

出
場
し
た
阿
蘇
中
学
が
制
し
ま
し

た
。高
森
中
は
、
順
当

に
勝
ち
あ
が

り
決
勝
戦

の
九
州
学
院
中
学
に
は

接
戦

の
末
勝
利
、
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
七
十
四
校
の
頂
点

に
立
ち
ま

し
た
。

参
加
選
手

中
学
校
男
子
の
部

優
勝
　
高
森
中
学
校

先
鋒
　
松
本
泰
紀

次
鋒
　
木
村
允
哉

中
堅
　
植
田
雄
貴

副
将
　
住
吉
桂
志

大
将
　
木
津
京
三

補
員
　
山
室
智
裕

〃
　
　
山
田
悠
貴

中
学
校
女
子
の
部

優
勝
　
阿
蘇
中
学
校

先
鋒
　
高
本
祥
恵

中
堅
　
後
藤
久
美

大
将
　
石
坂
　
彩

緊張の受入れ式

班ごとの自己紹介

お万十をいただきます (作業後 )

「うまい」ストラックアウトゲーム

「ああ～疲れた」

バーベキュー後は話がはずみました

（二
年
生
）

（二
年
生
）

（二
年
生
）

二
年
生
）

二
年
生
）

二
年
生
）

（
一
年
生
）

（二
年
生
）

（二
年
生
）

（二
年
生
）

俳

　

　

旬

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

風
鈴
の
短
冊
も
切
れ
夏
終
る

秋
灯
下
祖
父
の
日
誌
の
紙
虫
の
跡

亡
友
の
影
あ
け
び
の
句
座
を
励
ま
さ
れ

朝
寒
や
大
樹
は

一
枚
葉
を
放
つ

野
も
山
も
秋
の
色
増
す
日
暮
か
な

幼
な
子
の
手
形
の
跡
や
障
子
張
る

行
し
て
峡
の
小
さ
な
運
動
会

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」

「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」

「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

1骨秋
で
す
ね
　
山
の
お
宿
は
む
か
ご
ご
飯

女
ば
か
り
　
社
交
ダ
ン
ス
も
物
足
ら
ん

又
失
言
　
も
う
は
望
め
ん
管
理
職

や
っ
ぱ
酒
　
口
説
き
文
句
の
け
ま
つ
れ
ん

普
段
着
で
　
呑
み
代
ぐ
ら
い
入
れ
と
ら
す

や
っ
ぱ
酒
　
免
停
に
ゃ
ま
だ
こ
り
と
ら
ん

普
段
着
で
　
気
ま
ま
の
旅
も
楽
し
か
ね

や
っ
ぱ
酒
　
出
世
コ
ー
ス
の
ず
れ
始
め

普
段
着
で
　
ぜ
い
た
く
知
ら
ん
嫁
の
来
る

海
の
家
　
君
も
体
験
学
習
か

又
失
言
　
辞
任
勧
告
受
け
よ
ら
す

普
段
着
で
　
温
泉
な
町
営
が
好
き

「きれいな花が咲きますように」

肥

　

後

　

狂

　

旬

　

　

　

長

月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

■
募
集
で
は
農
業
体
験
と
い
う
こ
と

で
、
青
年
と
の
交
流
の
意
味
は
薄
か

っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
夜
空
は
さ
れ

で
静
か
、
朝
は
す
が
す
が
し
く
人
間

ら
し
い
充
実
し
た
三
日
間
で
し
た
。

■
高
森
の
人
た
ち
と
知
り
合
え
た
こ

と
は
と
て
も
大
切
な
出
会
い
と
思
い

ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
な

い
部

分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
に

楽
し
い
も
の
で
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
■
せ

っ
か

く
の
体
験
ツ
ア
ー
な
の
で
も

つ
と
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
し
て
み
た
か

っ
た

で
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し

て
み
た
い
で
す
。

pOFTRyPAGE
I■■‐‐

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

林
田
　
一
声

岡
本
　
琴
司

桐
原
　
自
酔

堀
田
　
蘇
仙

佐
藤
　
重
信

林
　
　
不
忘

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

佐
伯
　
文
雄

渡
辺
　
雲
海

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
づ
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
美
穂

甲
斐
し
づ
枝

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

「このリンゴおいしい」
何を願つてますか

(草部吉見神社で)

(4)(17)
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高
森
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
開
催

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

高
森
温
泉
館

抽
選
会

九
月
二
十
六
日
、
高
森
温
泉
館

（草
村

一
富
支
配
人
）
で
は
、
日

頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
風
呂

の
日
恒
例
、
そ
の
場
で
当
る
抽
選

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
元
で
採

れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
野
菜
、
リ

ン
ゴ
等
、
町
の
特
産
品
が
当
た

っ

た
と
大
喜
び
。

大
体
憩
室
で
は
素
人
演
芸
、
地

元
の
方
に
よ
る
プ

ロ
顔
負
け
の
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

延
岡
市
や
熊
本
市
の
方
々
の
飛
び

入
り
参
加
な
ど
で
大
賑
わ
い
で
し

た
。ま
た
、
九
州
の
美
空
ひ
ば
り
と

呼
ば
れ
て
い
る
長
陽
出
身
の
プ

ロ

歌
手
緑
川
久
美
歌
謡
シ
ョ
ー
に
は
、

誰
も
が
す
ば
ら
し
い
歌
に
聞
き
入

り
温
泉
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
大
満
足

顔
で
し
た
。

二
六
の
日

演
芸
会
等
賑
わ
う

十
月
十
二
日
、
午
後
七
時
か
ら
山

村
広
場
で
初
め
て
の
試
み
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム

が
開
催
さ
れ
、
各
チ
ー
ム
か
ら
選
抜

さ
れ
た
三
十
二
名
が
ブ
ラ
ツ
ク
ス
と

エ
ト
セ
ト
ラ
の
ニ
チ
ー
ム
に
分
か
れ

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ど
の
選

手
も
各
チ
ー
ム
を
代
表
す
る
と
あ
り

好
プ
レ
イ
の
続
出
で
し
た
。

結
果
は
エ
ト
セ
ト
ラ
が
五
対
二
で

勝
利
。

表
彰
選
手
　
（
工
・
エ
ト
セ
ト
ラ
、

ブ
・ブ
ラ
ッ
ク
ス
）

最
優
秀
選
手
賞

本
田
龍
雄
（
工
・
ス
キ
ン
ズ
）

優
秀
選
手
賞

鳩
野
博
文
（ブ
・昭
和
デ
イ
ズ
ニ
ー
ズ
）

古
澤
貴
巳
（ブ
・イ
ー
グ
ル
ス
）

後
藤

一
寛
（
工
・８
分
団
２
部
）

猛
打
賞
二
子
石
誠
（
工
・役
場
）

最
優
秀
投
手
賞

飯
塚
伸
祐
（
工
・旭
球
友
）

優
秀
投
手
賞

岩
下
博
幸
（ブ
・南
球
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞

高
倉
清
孝
（ブ
・
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
）

村
上
純

一
（ブ
・上
町
カ
ー
ニ
バ
ル
ズ
）

盗
塁
王
児
玉
真

一
（ブ
・南
球
）

十

一
月
二
六
の
日
は

上
色
見
熊
野
座
神
社
の
子
ど

も
神
楽
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（午
後

一
時
か
ら
）

み
な
さ
ん
お
揃
い
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
特
産
品
が
そ
の

場
で
当
た
る
抽
選
会
な
ど
も

行
い
ま
す
。

協
会
長
旗
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

村
山
フ
ェ
ニ
ツ
ク
ス
　
優
勝

十
月
三
日
か
ら
十

一
日
ま
で
山

村
広
場

で
行
わ
れ
た
、
協
会
長
旗

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

は
村
山

フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
念
願
の

優
勝
を
お
さ
め
ま
し
た
。

優
勝
　
　
村
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

準
優
勝
　
南
球

三
位
　
　
上
町
カ
ー
ニ
バ
ル
ズ

敢
闘
賞
　
昭
和
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ズ

最
優
秀
選
手
賞

桐
原
裕
美
（村
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

優
秀
選
手
賞

森
田
章
太
（南
球
）

南
阿
蘇
公
営
温
泉
協
議
会
で
は

「リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ

ョ
ン
南
阿
蘇
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
七

つ

の
温
泉
を
め
ぐ

っ
て
七

つ
の
味
わ

い
で
特
産
品
を
当
て
て
も
ら
お
う

と
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
十

一
月

一
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●

「夜
か
菫
イ
ベ
ン
ト

マ
グ

回
の
解
体
実
演

秋
季
ク
ラ
ス
別

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
キ
ン
ズ
、
ド
リ
ー
ム
ズ
優
勝

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
行
わ
れ
た
ク
ラ
ス
別
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
Ａ
ク
ラ

ス
・
ス
キ
ン
ズ
、
Ｂ
ク
ラ
ス
・ド
リ

ー
ム
ズ
が
各
パ
ー
ト
を
制
し
ま
し

た
。
最
優
秀
選
手
賞

林
　
広
美
（ス
キ
ン
ズ
）

優
秀
選
手
賞

本
田
広
行
（村
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

●

十
月
十
四
日
、
午
後
六
時
か
ら

役
場
高
森
中
央
出
張
所

（旧
産
交

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
）
前
広
場
で
、

大
き
な
大
き
な
マ
グ
ロ
の
解
体
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
の
商
店
会

（山

村
紘
司
会
長
）
が

「夜
か
市
」
と

銘
打

っ
て
、
日
頃
の
お
客
様
方
に

感
謝
を
込
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

お
よ
そ

一
メ
ー
ト
ル
八
十
セ
ン

チ
、
百
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な

マ
グ
ロ
が
職
人
の
手
で
、
見
事
に

解
体
さ
れ
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

興
味
深
く
見
守

っ
て
い
た
人
た

ち
は
、
解
体
後
、
格
安
の
マ
グ
ロ

と
あ

つ
て
、
わ
れ
先
に
と
ば
か
り

バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会

　

⑩

十

月
十
五
日

（
日
）
、
町

バ

ド

ミ

ン
ト

ン
協

会

（後
藤
高
蔵

会
長
）
主
催

の

平
成
十
二
年
度
第

一
回
高
森
町
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
高
森
小
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は

一
般
男
女
三
十
名
、

小
学
生
二
十
名
計
六
十
名
が
参
加
。

日
頃
の
熱
心
な
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
て
、
和
気
あ

い
あ

い

な
が
ら
も
、
熱
の
こ
も

っ
た
試
合

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

大
会
結
果
　
（優
勝
の
み
掲
載
）

▼
一
般
の
部
（
一
部
）

城
井
健
吾
・

岩
下
光
廣

▼
一
般
の
部
（二
部
）

岩
下
至
誠
・

長
尾
和
具

▼
六
年
男
子
の
部
　
本
田
雅
実
通
・

安
藤
浩
樹

（高
森
東
小
）

▼
六
年
女
子
の
部
　
山
田
桂
子
・

三
井
千
鶴
（高
森
小
）

▼
五
年
男
子
の
部
　
古
澤
賢
祐
・

森
隆
志
（高
森
東
小
）

▼
五
年
女
子
の
部
　
下
田
美
穂
・

錦
戸
恵
梨
香
（高
森
小
）

▼
四
年
の
部
　
杉
永

一
樹
上
二
井

理
絵
（高
森
小
）

手
を
伸
ば
し
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

お
よ
そ
三
十
分
で
完
売
。

こ
の
日
の
酒
の
つ
ま
み
は
、
ぜ

い
た
く
な

マ
グ
ロ
の
刺
身
と
い
う

家
庭
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
会
場
で
は
、
梅
香
苑
や

サ
ッ
カ
ー
協
会
等
の
協
力
で
、
さ

ん
ま
の
塩
焼
き
や
イ
カ
の
醤
油
焼

き
、
綿
菓
子
に
た
こ
焼
き
、
ポ
ッ

プ

コ
ー
ン
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
商
店
街
活
性
化
の
た

め
、
様
々
な
企
画
を
さ
れ
る
よ
う

で
す
。

ふ
　
　
ろ

●   ●

長陽出身のプロ歌手緑川久美ショー

(5)

地元のリンゴが当たり大喜びの下益城の原田さん

鶯
一一葺
確

詳しくは高森温泉館 (TEL2-2626)ま でお問い合わせください。
※リラクゼーションとは・・・骨休め、休養

Bパー ト優勝の ドリームズ

初制覇の エニ ツ

Aパートを制したスキンズ
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車部・野尻地区のゴミ収集日が
変わりました !

,`

「犯
人
に
似
て
い
る
」

「事
件
か
な
？
」
と
思

つ
た
ら

迷
わ
ず

一
一
〇
番
通
報
を

最
近
の
犯
罪
は
、
凶
悪
化
、
組

織
化
、
広
域
化
、
国
際
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
犯
人
を
検
挙

し
、
事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

犯
罪
捜
査
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
決
め
手
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
、
次
の
点
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に

ご
協
力
を
―

警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜

査
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
逃
亡
中

の
二
人
の
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
特

別
手
配
被
疑
者
を
は
じ
め
、
重
大

な
犯
罪
を
犯
し
て
逃
走
中
の
犯
人

が
多
数
お
り
ま
す
。

「似
て
い
る
」

と
思

っ
た
ら

一
一
〇
番
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
「事
件
か
な
？
」
と
思

っ
た
ら

迷
わ
ず

一
一
〇
番
を
―

警
察

へ
の
通
報
が
、
早
け
れ
ば

早
い
ほ
ど
、
被
害
者
を
無
事
救
出

し
、
犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「お
か
し
い
な
」
と
思

っ
た
場
合
や

「怪
し
い
人
物
」
を

見
か
け
た
り
し
た
場
合
は
、
い
つ

で
も

一
一
〇
番
通
報
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
犯
罪
に
つ
い
て
知

っ
て
い
る
こ

と
は
積
極
的
に
通
報
を
―

事
件
当
時
、
不
審
な
人
や
車
を

見
た
と
か
、
犯
人
に
似
た
人
を
知

っ
て
い
る
と

い
っ
た
情
報
は
、
ど

ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
―

あ
な
た
か
ら
の

一
言
が
難
事
件

解
決
の
鍵
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
件
が
発
生
し
た
と
き
、
捜

査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し

事
件
や
犯
人
に
つ
い
て
聞

い
た
り

協
力
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

す
。

○
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は

必
ず
届
け
出
を
！

「被
害
額
が
少
な
い
」
「面
倒
だ
」

「仕
返
し
が
怖

い
」

な

ど

の

理

由

で
、

被

害

に
あ

わ

れ

て
も

届

出

を

さ

れ

な

い
方

が
お
ら
れ
ま
す

第
二
、
第
三
の
犯
罪
を
防
ぎ
、
被

害

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、

勇
気
を
出
し
て
警
察

に
届
出
す
る

よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

高
森
警
察
署
　
ＴＥＬ
２

・
０
１
１
０

レ
デ
イ
ー
ス

一
一
〇
番

「
一
人
で
悩
ま
ず
ま
ず
相
談
を
」

性
犯
罪
を
な
く
す
た
め
に

女
性
が
被
害
者
と
な
り
や
す
い

犯
罪
は
、
性
犯
罪
や
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
、
ド
メ
ス
テ
イ
ク

・
バ
イ
オ

レ
ン
ス

（夫
婦
等
親
し
い
男
女
間

の
暴
力
事
件
）
等
が
あ
り
ま
す
。

性
犯
罪
は
、
人
間
の
尊
厳
を
踏

み
に
じ
り
、
身
体
的
被
害
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
苦
痛
ま
で
も
与
え

る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

性
犯
罪
を
な
く
す
た
め
に
は
、

性
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

注
意
や
努
力
も
必
要
で
す
が
、
被

害
者
が
泣
き
寝
入
り
を
し
な
い
。

ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
警
察
に

通
報
す
る
と
い
っ
た
皆
さ
ん
ひ
と

り

一
人
の

《
性
犯
罪
を
絶
対
に
許

さ
な
い
》
と
の
勇
気
が
大
切
で
す
。

○
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
、

女
性
警
察
官
が
味
方
で
す
。

相
談
を
受
け
る
と
き
は
、
担
当

す
る
警
察
官
の
性
別
の
希
望
を
尋

ね
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
第
二
者
に
知
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
性
犯
罪
相
談
電
話

（熊
本
県
警

察
本
部
捜
査
第

一
課
内
）

レ
デ
イ
ー
ス

一
一
〇
番

０
１
２
０

・
８
３
４
３

・
８
１

（受
付
時
間
　
午
前
九
時
半
か
ら

午
後
六
時
十
五
分
ま
で
）

※
時
間
外
及
び
土
日
祝
祭
日
は
留

守
番
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
対
応
。

ダイオキシン問題などで家庭から出るゴミの量が増えたことに伴って草部・野尻地区のゴミ収集日が日にち

指定から曜日指定へ変更になりました。ゴミの減量と共にルールを守ることが経費節減の第一歩です。皆さん

のご協力をお願いします。

祝祭日も、日程通り収集は行います。 (ク リーンセンターヘの持ち込みはお休み)

阿蘇南部清掃センター TEL2-0719

ゴミ収集日程表 (太字の部分が変更になりました)

ユ
，
十
びが

が
つ耐餓

れ
〃凡
ｒ

ざ
鬱
も
１

●   ●輌★罐嘲i

月9日 (本)～ 15日 (水)秋 の大

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

〓^
　
活
動
状
況

自
発
的
に
障
害
者
や

・
老
人
に
対
す
る
奉
仕
や
児
童
教
育
な
ど
社
会
福

祉
活
動
を
行
う
人
々
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
い
い
ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
し
た

方
々
が
協
会
を
設
立
し
、
自
主
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
協
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
も
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

（ＴＥＬ
２

・
２
１
５
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

阿蘇南部技能士組合湧水トンネル公園を

清掃ボランテイア

●   9月 24日、阿蘇南部技能士組合青年部 (牛
嶋高秋部長)が、湧水 トンネル公園を清
掃 しました。日頃取 りにくい所の草や ゴ

ミなど、お任せ と軽快な動 きで清掃 して

いました。この組合 (宇藤晴幸代表 )は
風鎮祭で も子 どもたちに竹 とんぼや水鉄

砲などを作 り楽 しんで もらおうと、子 ど

も広場を企画した りもしています。 全国グラウンド・ゴルフ交歓大会の
バーベキューで使用した人おこし、
灰皿、ナプキン入れは、ボランテイ
ア協会員が作成

Ｏ

ｔ

暖房器具を使う季節となりました。収納していた暖房器具を使用する前に

器具の点検及び清掃を行い下記のことに注意しましよう。

①コタツ
注意事項

②ストーブ
注意事項

③電気毛布
注意事項

、電気コタツはスイッチの切り忘れに注意 |

、配線の亀裂、損傷、ほこり等に注意 |

、練炭コタツでの一酸化炭素中毒・やけどに注意 l

ヒーター

燃えるものを近くに置かない | (衣類などの乾燥には絶対使用しない)
給油の際は必ず一回消火する。 (給油中に引火する恐れ)
30分に一回程度は部屋の換気をする。

(頭痛・めまい、意識が無くなるなど一酸化炭素中毒の恐れ)
4、 給油燃料を間違えない I (ガ ソリンは薄紅色、灯油は自色 )

電気カーペッ ト・アンカ
・・ 1、 コタツと同様に、スイッチの切 り忘れに注意 |。

2、 長時間、肌に直接触れたままだと、低温やけどをする恐れがあります。

１

２

３

ン

ー

２

３

ア

・

フ

・

(6)

使い方を間違えれば火事の元になる暖房器具です。正しく使用して寒い冬をあったかく過ごしましょう。

(15)

Eヨ

一・

ゴ ミの′|.:類 燃えるゴミ 資源化ビン類 陶器|・ ガラス類 資源化カン類

指定袋 黄色の袋 青色で自文字の袋 青色で黒文字の袋 透明で黒文字の袋 透明で自文字の袋

高  森

色  見

車部・芹口
・菅山

下切・永野原
・中・矢津田

津留 1

・野尻 1・野尻2

津留2
・尾下 1

尾下2
・河原 1・河原2

毎週月。本曜日 第 1金曜日 第3金曜日 第3金曜日 第2・ 4・ 5金曜日

毎週月・木曜日 第 1金曜日 第3金曜 H 第3金曜日 第 2・ 4・ 5金曜 EI

第 1月曜日
・第3月 曜日 第2月 曜日 第4月曜日 第4月 曜日 第4月曜日

第 1人曜日
・第3人曜日 第2人曜日 第4人曜日 第4火曜日 第4大曜日

第1水曜日
・第3水曜日 第2水曜日 第4水曜日 第4水曜日 第4水曜日

第1木曜日
・第3木曜日 第2本曜日 第4木曜日 第4木曜日 第4木曜日

第1金曜日
・第3金曜日 第2金曜日 第4金曜日 第4金曜日 第4金曜日

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分暑 電話 2-9034

蟷
・
・　
一
、
．

菫謳_…――――――
´

阿F爾

財

..1銹
胴 |

小金属類

地

区



い
つ
ま
で
も
青
春
―
い
つ
ま
で
も

若
若
し
く
―
筋
肉
を
動
か
そ
う
―

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

い
よ

い
よ
紅
葉

の
季
節
と
な
り
、
食
欲

の
秋

・
読
書

の
秋

・
運
動
の
秋
な

ど
な
ど

い
ろ
ん
な
秋

の
楽
し
み
方

が
で
き
ま
す
ね
。
み
な
さ
ん
は
、

ど
れ
に
重
き
を
置
き
ま
す
か
？
今

回
は

「運
動
」
を
中
心
に
お
話
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
筋
肉
に
は
二
種

類
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
私
た
ち
の
体
は
約
四
百
個

の

筋
肉
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
筋
肉
は
細

い
筋
肉

の
繊
維

が
何
十
万
本
と
束
に
な

っ
て
で
き

て
い
ま
す
。
人
間
の
筋
肉

に
は
、

主
に
姿
勢
を
保

っ
た
り
、
立

っ
た

り
歩

い
た
り
す
る
と
き
に
使
う
持

久
力
の
あ
る
筋
肉
で
す
。
こ
の
筋

肉
は
普
段
生
活
し
て
い
る
中
で
よ

く
使

い
ま
す
。
も
う

一
つ
は
、
跳

ん
だ
り
、
蹴

っ
た
り
す
る
と
き
に

使
う
瞬
間
的
に
力
を
出
す
と
き
に

使
う
筋
肉
で
す
。

定
期
的

に
運
動
し
て
い
る
人
は

い
く

つ
に
な

っ
て
も
、
若
若
し
く

見
え
る
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
筋
肉
は

「若
さ
」

の
源
な

の
で
す
。
最
近
の
研
究
で
高
齢
者

の
場
合
、
歩
く
速
さ
を
測
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ
の
人
が
将
来

「寝

た
き
り
」
に
な
り
や
す

い
か
ど
う

か
、
だ

い
た

い
予
測
で
き
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
七
十
五
歳
か
ら
七

十
九
歳

の
男
性
な
ら
、
五
メ
ー
ト

ル
を
二
、　
一
秒
か
ら
四
、　
一
秒

の

間
で
、
同
じ
く
女
性
な
ら
二
、
六

秒
か
ら
五
、　
一
秒

の
間
で
歩
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
年
相
応

の
筋
肉
を

持

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
よ
り
遅

い
と
筋
肉
が

年
よ
り
も
衰
え
て
い
る
た
め
、

「寝

た
き
り
」

に
な
り
や
す

い
と
い
う

こ
と
な

の
で
す
ｃ

な
ぜ
、
そ
れ
だ
け
で
分
か
る
か

と
い
う
と
、
歩
行
と
は
全
身
を
使

う
運
動
で
あ
り
、
筋
肉

・
持
久
力

・

柔
軟
性

・
バ
ラ
ン
ス
機
能
の
す
べ

て
が
関
係
す
る
運
動
だ
か
ら
で
す
。

さ
て
、
あ
な
た
の
歩
行
速
度
は

ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
　
筋

肉
は
、
使
わ
な
け
れ
ば
萎
縮
し
た

り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
な
く
な

っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「寝

た
き
り
」
の
人
が
そ
の
典
型
で
し

ょ
う
。
脳
卒
中
な
ど
で
ベ
ッ
ド
に

寝
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
起
き
上

が
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
本
当

に
自
分
で
は
起
き
上
が
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
も
と
も
と
は
あ

つ

た
筋
肉
が
使
わ
な
い
こ
と
で
起
き

上
が
れ
な
い
ま
で
に
萎
縮
し
て
し

ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

い
か
に
筋
肉
を
使
う
こ
と
が
生

き
て
い
く
上
で
も
重
要
な
こ
と
か

が
お
分
か
り
で
し
ょ
う
。

次
回
に
続
く

。
・
・

らヽヽ１
′■ム

婦健保

●

高
森
寮

「福
祉
ま
つ
り
」

賑
わ
う

十
月

一
日

（日
）
、
今
年
も
立
正
福
祉
会
高
森
寮

（手
嶋
清
士
施
設

長
）
で

「福
祉
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
、
前
日
か
ら
の
雨
も
や
み
足
元
は
少

し
悪

い
な
か
に
も
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

食

べ
物

バ
ザ
ー
や
パ
ン
づ
く
り
な
ど
の
実
演

コ
ー
ナ
ー
、
遊
具

コ
ー
ナ

ー
、
本
工
芸
と
か
ず
ら
工
芸

の
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
な

ど
、
毎
年
多
彩
な
楽
し
い
企
画
で
好
評
の
こ
の
催
し
、
お
と
な
か
ら
子
ど

も
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
入
寮
者

の
皆
さ
ん
と
の
楽
し
い
交
流
を

行

い
ま
し
た
。

ま

つ
り
を
支
え

て
く
れ
た
の
は
町
内
の
中

・
高
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
地

元
の
婦
人
会
や
若
者
た
ち
で
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た

「福
祉
ま

つ
り
」

は
大
盛
況
で
し
た
。

毛
一・

(7)

あなたへ0

運
動
特
集
　
Ｎｏ． 健康講座

折り紙教室も開催

●

●

高所作業車で色見を視察

鰤鼈贔巫鶉 炒顆顆楊
●

加齢に伴なう食事に関する機能の変化

高齢になると体のいろいろな働きが衰え低下してきます。こ

れは食べることに関係した機能も例外ではありません。

高齢者の介護、とくに毎日の食事のお世話をする場合忘れて

ならないのは食べることに関連した老化です。

◆味覚・臭覚・視覚の低下

高齢者の味覚は、加齢に伴い味を感じる力が鈍くなるといわ
れています。なかでも、塩味、甘味が最も衰えるといわれてい

ます。自内障など視力の低下は食べる楽しみを半減します。料
理の色彩、盛りつけに気をつけておいしく食べていただきたい

ものです。

◆高齢者が喜ぶ献立にしましよう

(1)季節感があること

昔から “旬の物"と いう言葉があるように季節感を生かすこ
とは大切なことです。

(2)家庭の献立から展開できる料理にすること

料理する人の手間と経済性も考慮し、家族の献立を少しだけ

変化させる展開献立にすることをお勧めします。

かずら工芸に挑戦

技 の 祭 典

10月 13日 から15日 までの 3日 間、今年で 9回 目
となる、高森工芸展が休暇村南阿蘇セントラルロッ

ジで開催されました。

これは、高森町美術工芸家協会 (山 田良典代表)が

主催し、南阿蘇六か町村の南阿蘇アー トアカデ ミー

の協賛。

町内ゆかりの芸術家等が芸術の秋にちなみ多くの

人々に工芸の素晴らしさを知ってもらおうと年 1回

この時期に行つているものです。

今年も多くの人々が観賞し、技の素晴らしさを見

入っていました。また、体験コーナーでは鍛冶刃物製

作やかずら工芸、トールペイントなどに家族連れ等

が挑戦、なかなかの出来映えの世界にひとつしかな

い作品を、うれしそうに持ち帰っていました。

献 立
●きのこごはん
●豚汁
●鯖の焼づけ
●大根サラダ
●リンゴの赤ワイン煮

□材料 (4人分 )

塩 さば240g、 ピーマン

60g、 人参40g、 玉ねぎ

1208サラダ油小さじ4、
大根おろし240g、 酢大さ

じ 4、 ャif「 日しょうゆ人さ

じ2

□作り方

①さばは素焼きにする。

②野菜 (ピーマン、人参、玉ねぎ)はそれぞれ、千切り
にして炒め、大根おろしと和える。

C②を薄口しょうゅ、酢で調味し①をつけて出来上がり。

1人分の栄養価
エネ,眸
｀`̈
 716キロウ里

タンハ
°
ク質  38.49

月旨質    27.59
塩分     3.39

(14)
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お手軽・エコライフ No.9
食器洗いは、冷たくない程

oO

ノ し

0

oO

「たかもり健康福祉まつ り」のお知らせ

皆で支える「健康たかもり21」 をテー

マに「たかもり健康福祉まつ り」が実施さ

れます。皆様お誘い合わせのうえご来場 く

ださい。

記

日 時:11月 12日 (日 )午 前 10時～
場 所 :高森中学校体育館
主 催 :高森町・

高森町健康づくり推進協議会

●   ●

ECOくん
CHECK

●   ● 人 権 相 談
12月 4日 から 11日 まで

は人権週間です。法務局職員

と人権擁護委員が、さまざま

な人権についてのご相談をお

受けします。

お気軽においでください。

■と き 12月 5日 (火 )
午前 10時～午後 3時

■ところ 高森町中央公民館
■相談員 阿蘇法務局職員
本町の人権擁護委員 4名

■お問い合わせ

役場総務課 行政係
TEL2-1111(内 線113)

この差で

4り970日

1日 15分使う食器洗いの温度を40℃から30℃に
低くすると、1年で都市ガス31m、

金額にして約4,970円の得。C0261口 7短の削減。
※環境庁「環境家計簿」「環境家計薄運動の進め」より

ヽ
Ｆ

『
　
口
）
一
　
・一

戸　』
〕
）
　
一」

′
Ｔ
ヽ

１

江
藤
明
徳
さ
ん
　
交
通
安
全

功
労
者
表
彰
受
賞

交
通
安
全
運
動
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
々
に
授
与
さ
れ
る

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
本
町
の

江
藤
明
徳
さ
ん
（大
字
芹
回
）
が
受

賞
さ
れ
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
期

間
中
の
九
月
二
十
八
日
に
九
州
管

区
警
察
局
、
九
州
地
区
交
通
安
全

協
会
長
か
ら
の
表
彰
伝
達
式
が
、

高
森
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
藤
さ
ん
は
交
通
安
全
協
会
の

支
部
長
と
し
て
、
昨
年
、
同
賞
を
受

賞
し
、
全
国
表
彰
ま
で
受
賞
し
た

草
部
南
部
小
学
校
や
、
草
部
中
学

校

に
対
し
、
交
通
安
全
教
育
指
導

を
実
施
し
、
交
通
安
全
意
識
啓
発

に
多
大
な
功
績
を
残

さ
れ
た

こ

と

か
ら
今

回

の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
事
業
所
と
し
て
交
通
安

全
運
動

に
取

り
組
ま
れ

て
い
る

事
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
高
森

モ
ー

タ
ス
の
工
場
長
後
藤
秀
明
氏
が
「交

通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ウ
ブ
ラ
に
戦
中
を
思
う

昭
和
の
岩
下
ミ
ツ
エ
さ
ん
宅
に
、

今
は
懐
か
し
い
ボ
ウ
ブ
ラ
（か
ぼ

ち
ゃ
の

一
種
）が
た
く
さ
ん
穫
れ
、

ボ
ウ
ブ
ラ
の
戦
時
中
の
思
い
を
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま

す
。我
が
家
の
畑
に
通
称
ボ
ウ
ブ
ラ

（か
ぼ
ち
ゃ
）
が

一
株
で
二
十
数
個

放
送
大
学

（教
養
学
部
）

平
成
１３
年
度
第

一
学
期
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規

の
通
信
制
四
年
制
大
学
で
す
。

四
年
以
上
在
学
し
所
定
の
単
位

を
修
得
す
れ
ば

「学
士

（教
養
）
」

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

幅
広
い
分
野
の
約
三
二
〇
科
目

を
そ
ろ
え
、　
一
科
目
か
ら
で
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
短

期
大
学
、
専
門
学
校
か
ら
も
三
年

次
編
入
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
生
　
全
科
履
修
生

（卒

業
を
目
指
す
学
生
）
選
科
履
修
制

（
一
年
間
在
学
す
る
学
生
）
科
目

履
修
制

（
一
学
期
間

「六
ヶ
月
」

在
学
す
る
学
生
）

■
出
願
受
付
　
平
成
十
二
年
十
二

月
十
五
日

（金
）
～
平
成
十
三
年

二
月
十
五
日

（本
）

■
資
料
請
求

・
問
い
合
せ
先

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

〒

８

６

０

１

０

０

８

２

熊
本
市
池
田
四
丁
目
三
二
―

一
（崇

城
大
学
内
）

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
９

・
４
８
９
０

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル

ＴＥ

０

１

２

０

１

８

６

４

１

６

０

０

小
・中
・高
校
生
の
た
め
の

国
際
交
流
事
業
　
参
加
者
募
集

《
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解

・
認
識
し
て
い
き
ま
し
よ
う
》

一
ａ

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ
Ｎｏ，
‐
　
一

私
た
ち
は
、
血
筋
、
家
柄
、
迷
信
等

に
こ
だ
わ
る
誤

っ
た
意
識
や
評

価
な
ど
、
不
合
理
な
考
え

で
、
判
断
し
た
り
行
動
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
同
和
問
題

に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
大

切
で
す
。

「同
和
地
区
出
身
者
だ
か
ら
」
「障
害
者
だ
か
ら
」
「田
舎
者
だ
か
ら
」

な
ど
と
、
わ
ず
か
な
事
例
に
基
づ
い
て
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
人
々
を

「だ
か
ら
、
あ
の
人
た
ち
は
、
み
ん
な
△
△
な
の
だ
」
と
レ
ツ
テ
ル

を
貼

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
少
し
考
え
れ
ば
、
そ
う
し

た
こ
と
は
、
何
ら
差
別
の
合
理
的
理
由
や
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
気
付
く
は
ず
で
す
。

自
分
自
身
で
考
え
、
行
動
し
て
い
く
態
度
を
養
い
、
身
の
周
り
で

偏
見
や
差
別
が
あ

っ
た
と
き
、
周
り
の
人
た
ち
と
み
ん
な
で
考
え
、

行
動
し
て
い
く
勇
気
と
努
力
が
大
切
で
す
。

高
森
町
役
場
　
住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

　

（内
線
１
３
２
）

な
り
、
昨
日

（九
月
二
十
八
日
）
収

穫
し
ま
し
た
。
今

で
は
笑

い
種

で

す
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
八
日
、
北

九
州
市

で
戦
災

に
会

い
ま
し
た
。

当
時
は
食
糧
も
配
給

で
乏
し
く
、

母
が
五
人

の
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
、
唐

い
も
、
そ
し
て
ボ
ウ
ブ
ラ
を

探
し
求
め

て
遠
く
ま

で
出

か
け
、

着
物
や
帯
と
交
換
し
た
貴
重
な
食

品

で
し
た
。
ボ
ウ
ブ

ラ
は
身
が
柔

ら
か
く
あ
ま
り
お

い
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
当
時
は

一
個
分
け
て

い
た
だ
く

の
に
大
変
苦
労
し
た
話

し
を
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
は
、
珍
し

い
の
で
お
裾
分
け

し
た
り
我
が
家
で
ス
ー
プ

に
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り

に
も
ボ

ウ
ブ
ラ
が
な
り
ま
し
た
の
で
戦
時

中
を
思

い
出

し
、
懐

か
し
く
平
凡

な
話
し
で
す
が
、
一
筆
し
た
た
め

ま
し
た
。

文
部
省
所
管
の
国
際
青
少
年
研

修
協
会
が
２
０
０
１
年
春
休
み
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

・
学
校
体
験

。
英

会
話
研
修

・
野
外
活
動

の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

『春
休
み
海
外
派
遣
事
業
』

中
１
～
高
３

■
派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ

・
イ
ギ
リ

ス

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド

・
カ
ナ
ダ

■
期
間
　
３
月
下
句
～
４
月
上
旬

■
参
加
費
　
３６
万
円
～
４０
万
円

■
締
切
り
　
１
月
中
旬

『南
の
島
丸
ご
と
体
験
学
校

～
サ
イ
バ
ン
編
～
』

小
４
～
中
３

■
期
間
　
３
月
下
旬

■
参
加
費
　
お
よ
そ
１５
万
円

■
締
切
り
　
２
月
中
旬

『ち
び

っ
子
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
』

小
３
～
小
６

■
期
間
　
３
月
下
旬

■
参
加
費
　
６
～
１３
万
円

（集
合

地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
締
切
り
　
２
月
中
旬

■
問
合
せ

・
資
料
請
求
先

〒
１
６
０
１
０
０
０
４
　
東
京
都

新
宿
区
四
谷
２
の
１１

大
村
ビ
ル

３
階
　
（財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

会

　
（
ＴＥＬ
０
３

・
３
３
５
９

・
８

４

２

１

、

Ｆ

Ａ

Ｘ

　

０

３

・
３

３

５
４

・
２
２
０
７
）

(13)

フヽ

う
ｏ

ハ

ｎ

寒いと温かいお湯で洗

いたくなつちゃうけど、

地球のためには、冷た

くない程度の温度にし

た方がいいんだね。

，
Ｃ
）

η

・

`
■■■■

食器は熱いお湯じゃな

くても十分汚れは

落ちるもの。小さな

種火も、つけつばな

ヽ|′

Ⅲ
圏爾
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■
嗣

焉
詢
４
．

しにしておくと、その

間もガスを消費するか

ら気をつけなくちゃ。



毎日の安心 。お世話

家庭での介護
起き上がり介助②
ベットからイスヘの移動

腰を抱えたまま

90度方向を変える

あ
な
た
の
運
転
だ
い
じ
よ
う
ぶ
？

歩
行
者
と
し
て
の
心
構
え
は
そ
れ
で
い
い
で
す
か
？

若
い
と
思
っ
て
も
思
う
よ
う
に
は
動
き
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
の
当
事
者
の
う
ち
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
県
内
で
も
平
成
十

一
年
の
死
者

一
六
五
人
の
う
ち
七
十
人

（約

四
十
三
ギ
）
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す

九
月
二
十

二
日
、
午
後

一
時
三

十
分
か
ら
久
木
野
村

（久
本
野
中

体
育
館
）
で
、
お
年
寄
り
を
対
象
に

し
た
交
通
安
全
高
齢
者

の
つ
ど

い

が
開
催
さ
れ
ズ
高
森
町
他
四
ヵ
町

村
と
高
森
警
察
署
な
ど
が
主
催
…

本
年
度
は
久
本
野
村
長
が
実
行
委

員
長
）
高
森
警
察
署
管
内

の
五
カ

町
村
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
て
、

交
通
安
全
の
推
進
や
危
機
意
識
を

持

つ
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

大
会
で
は
高
森
警
察
署
の
谷
口

交
通
係
長

の
交
通
講
話
や
国
際
童

謡
館

の
矢
部
清
子
さ
ん
の
ミ

ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
、
最
後

に

「夜
間

の
外
出
は
明

る

い
服
装
や

反
謝
材
を
着
用
し
ま
す
。
」
「豊
富

な
経
験
を
生
か
し
地
域
の
交
通
安

全

に
努
め
ま
す
。
」
等

の
交
通
安
全

宣
言
が
久
本
野
村

の
老
人
会
長
か

ら
読
み
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
他
人
事
と
思
わ
ず
、

事
故

に
遭
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

①上半身を起きあがらせる。 〈前号参照〉

②片手で肩を支え、もう片方の手でお年寄りのひざを抱えて、

介護者の身体を半回転させてベットに腰かけさせる。

③足が床につくように、体を前に出す。

④お年寄りの両足の間に、介護者の片足を入れ、もう片方の足はイス側に出す。

⑤お年寄りの両手を介護者の肩にかけさせ、介護者は両手をわきの下から入れて腰の辺りでしっかり指を組み合

わせて腰を支える。

⑥介護者は自分の体重を後ろにずらすようにして、お年寄りの上半身を前に倒す。

⑦介護者はお年寄りの足の間に入れたほうのひざ

をあわせ、ひざを押すようにすると自然と立て

る。

③お年寄りが立ったら、腰を少し手前に引くと、

しっかり立てる。

⑨介護者はお年寄りの腰をしっかり抱えたまま、

90度回転してイスの方に向かせる。
⑩介護者はお年寄りの腰を抱えたまま、一緒に体

重を落として座らせる。

①もし腰のかけ方が浅いようなら、介護者は後ろ

に回 り、お年寄 りのわきの下から両手を入れて

お年寄 りの体の前で交差させた腕をつかみ、手

前に引き上げるとしっか り座れる。

(D

■資料  『家庭でできる老人介護の手引き』 (発行/リバテイ書房)

「児童福祉週間」標語 募集

厚生省では、子どもの健やかな成

長への願いを簡潔に表現した標語を

募集しています。

多くの応募をお待ちしています。

■応募資格 制限なし
■締め切り 11月 17日 (金 )

必着

■応募方法 官製ハガキ 1枚に 1作
品の標語を書き、郵便番号、住所・

氏名・年齢・職業・電話番号を明

記するg

作品は自作で木発表のもの

■発 表 入賞作品のみ本人宛
通知

■ 賞  最優秀作 1点
(賞状と記念品)

■応募先・お問い合わせ先

保健福祉課福祉係

πL2-1111  (内 線 122)

(I) (Ⅱ )

介饉者は両ひぎてお年寄りの両ひぎを前方からは   介護者は立ち上がって.お年寄りをまっすぐに立
さむようにして支え、両手でな右の腰を自分のほ   たせる。
うに寄せる。

●   ●

●   ●

高
森
幼
稚
園
児
の
交
通
教
室

九
月
二
十
八
日
、
高
森
幼
稚
園

児
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
宅

急
便
内
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
宅
急
便
の
事
業
所
取

り
組
み
と
し
て
、
町
内
の
園
児
た

ち
に
少
し
ず
う
交
通
ル
ー
ル
を
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
春
・秋
の
交

通
安
全
運
動
期
間
中
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
が
三
園
目
。

(Ⅲ )

お年寄 |サ の腰を抱えたまま.90度方向を変える イスに腰をおろすときは.介護者も腰を低くする。

介
護
予
防

・
生
活
支
援
事
業

ス
タ
ー
ト

四
月
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
て
、
半
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
も
出
て

い
ま
す
が
、
改
善
も
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な

い
方
で
も

一
部

の
自
己
負
担
で

利
用
で
き
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の

は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス

●
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

●
寝
具
類
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

●
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、

保
健
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
３
）

車部南部小学校児童  「ねがい鶴」で
交通安全を口手びかけ (草部南部支部キャンペーン)

9月 30日 (十 )午後 1時、草南小 PTAと 共催
による草部南部支部の交通安全キャンペーン

が行われました。同地区で取れたゆで栗と草

南小児童が交通安全の願をかけた「ねがい鶴」

を贈 り、交通安全を呼びかけました。通 りかか

つたドライバーたちは小学生から贈られた「ね

がい鶴」を車にかけながら安全運転を誓って

いました。

高
編
保
育
園
児
保
護
者
と

一
緒
に
交
通
害
全
教
室

速 5κ′ηの
1:薔 ;題 :「陶瞥ノ勝酵プ

τみ ま せ 浄 ′が
｀

十
月
六
日
、
高
森
保
育
園
で
高

森
署
の
お
巡
り
さ
ん
か
ら
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
講
話
が

あ
り
、
運
動
場
で
は
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
必
要
性
を
お
母
さ
ん
ら
と

一

緒
に
体
験
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

ま
た
、
郵
便
局
前
の
駐
車
場
で

ド
ラ
イ
バ
ー
に
「お
酒
を
飲
ん
だ

ら
運
転
し
な
い
で
ね
。
」
「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
は
忘
れ
ず
に
ね
。」
な
ど
の

声
を
か
け
て
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
渡

し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

ベットから立ち上がる動作を考えて見ましよう。

まず座つて床に足をつけ、少し後ろに引きます。次に上半

身を前に出して頭を足より前に出します。そこでおしりを上

げて立ち上がります。この動きをつくることを介助すると楽

に移動できます。

トーイ優ヽ

交通安全
Traffic Safety

●

(9) (12)
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大
阪
市
小
泉
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
か
ら

色
見
小

一
年
生
の
み
な
さ
ん
ヘ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
大

阪
を
お
う
え
ん
す
る

「は
た
」
を

み
ん
な
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
つ
く

っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
で
こ
じ
ん

一
位
に
な
か
ま

が
な
り
ま
し
た
。
お
う
え
ん
の
お

か
げ
で
す
。
お
い
し
い
水
も
の
み

ま
し
た
。
し
ぜ
ん
に
か
こ
ま
れ
た

高
森
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
あ
り

が
と
う
、
お
げ
ん
き
で
。

愛
知
県
国
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
か
ら

後
藤
君
あ
り
が
と
う
。

力
強
い
プ

レ
イ
の
絵
に
た
い
へ
ん

勇
気
が
わ
き
ま
し
た
。

高
森
町
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
高

森
東
小
の
皆
さ
ん
の
心
あ
た
た
ま

る
激
励
も
て
な
し
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

後
藤
君
も
阿
蘇
の
山
々
の
よ
う

に
ど

っ
し
り
と
し
た
り

っ
ぱ
な
少

年
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

二
重
県
安
田
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
か
ら

は
じ
め
ま
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
先
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
参
加
し
た

一
人
で
す
。

こ
う
大
君
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

少
し
お
天
気
が
悪
か
っ
た
け
ど
、

こ
う
大
君
た
ち
の
は
げ
ま
し
の
お

手
紙
を

一
人

一
人
い
た
だ
い
て
と

て
も
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
け
し

き
の
中
、
う
つ
の
も
わ
す
れ
て
し

ま
い
そ
う
で
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
名
古
屋

駅
か
ら
電
車
で
二
十
五
分
、
あ
る

い
て
十
分
の
町
の
中
で
、
こ
う
大

君
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
、
べ
ん
き
ょ
う
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
。

沖
縄
県
平
良
さ
ん
の
お
手
紙
か
ら

上
色
見
小
学
校

の
皆
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
全
国
交
歓

農
業
所
得
の
計
算
方
法
の

変
更
に
つ
い
て

記
帳
が
困
難
な
高
齢
者
や
作
付

規
模
の
小
さ
い
農
家
の
方
の
申
告

の
た
め
の
目
安
と
し
て
作
成
さ
れ

て
い
た
農
業
所
得
標
準
に
は
、
水

稲
、
麦
及
び
自
家
用
野
菜
畑
を
対

象
と
し
た

「普
通
田
畑
所
得
標
準
」

と
そ
れ
以
外
の
作
物
等
を
対
象
と

し
た

「野
菜

・
果
樹

・
畜
産
等
所

得
標
準
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
う
ち
、

「野
菜

・
果
樹

・
畜
産

等
所
得
標
準
」
は
、
平
成
十
二
年

分
か
ら

（平
成
十
三
年
二
月
十
六

日
～
三
月
十
五
日
申
告
分
）
か
ら

す
べ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
水
稲
、
麦
及
び

自
家
用
野
菜
畑
だ
け
の
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
の
計
算
方
法
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
が
、
野
菜

・
果
樹

・
畜

産
等
が
あ
る
場
合
は
、
実
際
の
収

入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

く
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
に
な
り

ま
す
の
で
、
従
来
の
収
入
金
額
の

証
明
書
等
の
ほ
か
、
必
要
経
費
の

領
収
書
等
も
保
存
し
て
お
か
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は

・
・

阿

蘇

税

務

署

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

高
森
町
役
場
税
務
課
町
民
税
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
５
）

大
会

の
参
加
の
折
り
に
歓
迎

の
皆

さ
ん
の
横
断
幕
で
の
出
迎
え
誠

に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私

達
は
沖
縄
県
の
浦
添
市
か
ら
熊
本

県
と

い
う
す
ば
ら
し
い
県
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
参
加
で
き
上
色

見
小
学
校
四
、
五
年
生

の
可
愛

い

歓
迎
に
心
が
打
た
れ
ま
し
た
。
成

績
は
四
十
七
県
中
七
位
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、　
一
番
大
事
な
上
色
見

小
の
真
心
が
旅
先

の
感
動
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

一
環
で
あ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち

の
心
の
豊
か
さ
を
知
る

こ
と
が
出
来
た
事
を
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ

・
ワ
イ
ド
ー

（沖
縄

の
方

言
で
頑
張
ろ
う
）
友
の
会
全
員
が

喜
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も
上
色
見

小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な

心
と
優
し
さ
を
忘
れ
ず

に
勉
強
や

ス
ポ
ー
ツ
に
励
む

こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

＊
児
童
の
皆
さ
ま
か
ら
の
お
返
事

を
待

っ
て
ま
す
。

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分

納
期
限
十

一
月
三
十
日

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
や
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
を
営
ん
で
お
ら
れ

る
個
人
の
方
が
、
そ
の
所
得
に
応

じ
て
、
税
額
を

一
期

・
二
期
の
二

回
に
分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

（税
額
が

一
万
円
以

下
の
と
き
は
、　
一
期
の
み
で
す
。
）

第
二
期
分
の
納
税
通
知
書
が
十

一
月
初
め
に
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

納
期
限
は
十

一
月
二
十
日
と
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
銀
行

や
郵
便
局
、
農
協
等
の
金
融
機
関
、

ま
た
は
地
域
振
興
局
税
務
課
の
窓

口
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
電
気
料
金
や
水
道
料
金

の
よ
う
に
納
税
に
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
回
座
振

替
を
利
用
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気

軽
に
地
域
振
興
局
税
務
課
、
ま
た

は
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
申
し
出

く
だ
さ

い
。

個

人

事

業

税

の

こ

と

で

お

わ

か

り

に

な

ら

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

阿

蘇

地

域

振

興

局

税

務

課

ま
の税が

で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
１

１

１

１

（内
線
３
２
３
）

税
務
広
報

ご
存
知

で
す
か「税
を
知
る
週
間
」

十

一
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
は

「税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

税
金
は
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で

安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動

す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

今
年
の

「税
を
知
る
週
間
」
は
、

「暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
各
種
行
事
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
主
婦
、
児
童

・
生
徒
な
ど

を
対
象
と
し
た

「租
税
教
室
」
の

開
催
な
ど
、
税
を
身
近
な
も
の
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は

阿
蘇
税
務
署
に
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

無
料
税
理
士
相
談

■
日
時
　
十

一
月
十
三
日

（月
）

■
場
所
　
郡
内
の
各
税
理
士
事
務
所

租
税
教
育
公
開
授
業

■
日
時
　
十

一
月
二
十
二
日

（水
）

■
場
所
　
阿
蘇
中
学
校

租
税
教
室

■
日
時
　
十

一
月
二
十
七
日

（月
）

■
場
所
　
高
森
東
小
学
校

十

一
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（七
期
）
・
固
定
資
産
税
（三
期
）
の
納
期
で
す
　
　
納
期
限
（十

一
月
三
十
日
）ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

お
礼
の
お
手
紙
各
学
校
に
届
く

く
　
　
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

ロ
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
参
加
者
か
ら

九
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
本
町
で
開
催
さ
れ
た
第
十
三
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
は
、
全
国
か
ら

お
よ
そ
二
千
人
が
訪
れ
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
町
内
の
児
童

・
生
徒
た
ち
が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
応

援
旗
を
作
成
し
た
こ
と
か
ら
、
各
学
校
に
は
多
く
の
お
礼
の
手
紙
や
ハ
ガ
キ
、
お
土
産
ま
で
が
届
い
て
い
ま
す
。
お

じ
い
ち
や
ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
と
の
文
通
も
は
じ
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

（届
い
た
も
の
を
少
し
紹
介
い
た
し
ま
す
。
）

●   ●

●   ●

問
題

①

ミ
ッ
ク
ル

②

ミ
ラ
ク
ル

③

ミ
ナ
ク
ル

〓
問
題
二
、
基
礎
年
金
番
号
は
何
桁
の
数
字
で
で
き
て
い
る
で
し
よ
う
か
？

一
　
　

①
五
桁
　
　
　
　
　
　
②
十
桁
　
　
　
　
　
　
③
十
五
桁

一
一二
問
題
三
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
、
二
十
歳
以

一一　
　
　
　
上
六
十
才
未
満
の
人
を
何
と
呼
び
ま
す
か
？

一　
　
①
第

一
号
被
保
険
者
　
②
第
二
号
被
保
険
者
　
③
第
二
号
被
保
険
者

ｉＩ一
応
募
対
象
者
　
阿
蘇
郡
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

〓
応

募

方

法
　
官
製

ハ
ガ
キ
に
問
題
の
答

・
住
所

。
氏
名

。
年
齢

・
職
業

（学

一一　
　
　
　
　
　
生
の
場
合
は
学
年
）

。
電
話
番
号
を
記
入
の
上
応
募
し
て
く

〓
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
Ｏ

一
応

募

締

切
　
平
成
十
二
年
十

一
月
二
十
日

（当
日
消
印
有
効
）

〓
応
　
募
　
先
　
一Ｔ
八
六
九
―

一
六
〇
三
　
高
森
町
大
字
高
森
二

一
六
八

一一　
　
　
　
　
　
高
森
町
役
場
　
住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

．
賞
　
　
　
品
　
一
等

。
一
万
円
相
当
の
品

（郡
内
特
産
品
）
…
…
十
二
本

一一　
　
　
　
　
　
　
二
等

・
五
千
円
相
当
の
品

（郡
内
特
産
品
）
…
…
四
十
本

〓
当
選
者
発
表
　
厳
正
な
抽
選
の
上
、
本
町
内
の
当
選
者
は
、

一一　
　
　
　
　
　
本
誌

「広
報
た
か
も
り
」
に
掲
載

〓
主
　
　
　
催
　
阿
蘇
郡
町
村
国
民
年
金
協
議
会

〓
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は
‥
・

一一　
　
　
　
高
森
町
役
場
　
住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

一　
　
　
　
　
　
電
話
　
２

・
１
１
１
１

　

（内
線
１
３
２
）
ま
で
ど
う
ぞ

推
進
月
間
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
ク
イ
ズ

～
十

一
月
は
国
民
年
金
推
進
月
間
で
す
。

年
金
ク
イ
ズ

に
答
え
て
素
敵
な
商

こ
の
国
民
年
金
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
は
何
で
一品
を
当

て
よ
う
～

し

よ

つヽ

？

ミナクル
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潤いのあるまちづくリシンポジウム
～冬の阿蘇を創ろう !フエスタ &フォーラム2000～

阿蘇地域は、世界最大級のカルデラや雄大な草原景観などの自然資源に恵まれ、年間1,500万 人の入り込

み客が訪れています。近年の温泉ブームにも後押 しされ、以前からの民営温泉に加え公営温泉が整備された

ことにより次第に 「自然景観と温泉」のイメージが定着してきました。

さらなる阿蘇を目指すため、豊富な自然資源 と共生を図りつつ、地域産業ゃ生活・芸術文化などの多様な

地域資源を活用し地域に暮らす人々の活動を通 じて潤いのある地域づくりを進めていく必要があります。今

回 「潤いあるまちづくリシンポジウム」を開催し、魅力ある地域づくりを推進します。

皆様お誘い合わせのうえご来場 ください。

言己

日 時 :12月 1日 (金 )～ 12月 2日 (土 )
会 場 :蘇陽町総合行政センター及びそよ風パーク
主 催 :自治総合センター・熊本県・阿蘇 12町村 。 (財 )阿蘇地域振興デザインセンター
内 容 :基調講演  「21世紀の地域づくりを楽しむ」  講師 宮日早稲田大学教授

分科会、食と文化の創造 (あか牛をおいしく食べ、阿蘇の文化を楽しむ)

阿蘇を創る女性たち (各地で活躍中の女性の意見発表)、

パネルデスカッション 「魅力ある地域の個性とは」

詳しくは、企画観光課 TEL2-1111(内 線211)ま で

「
ヨ
コ

Ｆ
』
」

(10)
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